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小中高一貫教育

「小さな島の大きな挑戦」
12年一貫の校種を超えた
教育で生きる力を育む

◎１９６５年、長崎県立五島高校の分
校として開校。７６年に独立。校訓は、
自主自律、積極実践、知性錬磨。９８
年に文部省「中高一貫教育実践研究」
の委嘱を受け、中高一貫教育を開始
する。２００６年、教育特区に認定。０８
年には長崎県の指定を受け小中高一
貫教育を始める。軟式野球部が国体
に出場するなど、部活動も盛ん。

国公立大は、長崎大、琉球大、長崎県立
大に６人が合格。私立大は、福岡工業
大、福岡女学院看護大に２人が合格。準
大学は、水産大学校に１人が合格。短大
１人、国家公務員１人、就職５人。

設立

形態

生徒数

2014年度入試合格実績（現役のみ）

1965（昭和40）年

全日制／普通科／共学

１年生16人、２年生8人、３年生17人

住所
　

電話

Web Site

〒853-2201
長崎県五島市奈留町浦1246-2

0959-64-2210

06
指導変革の

成果実践背景

◎児童・生徒の減少
に伴い、多様な進路
を描けるように小中
高で連携し切磋琢磨
する環境を整える必
要性が浮上。小中高
一貫教育を開始

変革のステップ

◎SPP（＊）や講演会
などで、多様な進路
の方向性を生徒に感
じさせる。小・中学
生にそうした高校生
の姿を見せ、早期か
ら進路意識を涵養

◎生徒の視野が広が
りつつあり、国立大
への進学率も向上。
小中高の教師の意識
が統一され、協力体
制も整う

http://www.news.ed.jp/naru-h/

長崎県立

奈留高校

せっ さ たく ま

かんよう

な る

　

長
崎
県
の
五
島
列
島
に
位
置
す
る
人
口
約
２
５
０
０

人
の
奈な

留る

島
。
長
崎
県
立
奈
留
高
校
は
、
島
唯
一
の
高

校
だ
。
過
疎
化
が
進
み
、
子
ど
も
の
数
も
年
々
減
少
し

て
い
る
奈
留
島
で
は
、
小
・
中
学
校
も
１
校
ず
つ
し
か

な
い
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
２
０
０
６
年
度
、

教
育
特
区
の
認
定
を
受
け
、
島
の
３
つ
の
学
校
は
小
中

高
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
小
さ
な
島
の
大
き
な
挑
戦
」
だ
。
下し

も

釜が
ま

祐さ
ち

保ほ

校

長
は
こ
う
語
る
。

　
「
地
域
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
人

づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。『
奈
留
の
子

ど
も
は
奈
留
で
育
て
て
社
会
に
送
り
出
す
』
と
、
小

中
高
の
全
教
師
が
同
じ
気
持
ち
で
、
学
校
種
を
超
え

て
力
を
合
わ
せ
、
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

現
在
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
小
学
生
44
人
、
中
学
生

38
人
、
高
校
生
41
人
。
島
外
の
高
校
に
進
学
す
る
生
徒

は
少
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は
幼
少
期
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
仲

間
と
過
ご
す
。
そ
う
し
た
環
境
の
強
み
と
弱
み
を
、
生

徒
指
導
主
事
の
本
田
総
一
郎
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
島
の
子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
純
朴
で
す
。
校
外

で
会
っ
て
も
、元
気
に
話
し
掛
け
て
き
ま
す
。
半
面
、

も
ま
れ
る
経
験
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
競
争
意
識
が

低
く
、
卒
業
後
、
社
会
に
出
た
時
に
自
分
ら
し
さ
を

発
揮
し
て
生
き
て
い
け
る
か
が
心
配
で
す
。
皆
、
幼

少
期
か
ら
一
緒
に
育
っ
て
い
る
の
で
、
学
習
や
運
動

固
定
化
し
た
狭
い
環
境
で

子
ど
も
た
ち
を
ど
う
大
き
く
育
て
る
か

＊SPP＝ Science Partnership Program（サイエンス・パートナーシップ・プログラム）は、独立行政法人科学技術振興機構による、科学技術、理科、数学に関する観察、
実験、実習等の体験的・問題解決的な学習活動の支援事業
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に
お
け
る
序
列
を
崩
す
の
は
難
し
い
よ
う
で
、
自
分

を
高
め
る
目
標
を
な
か
な
か
設
定
で
き
な
い
点
も
課

題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

離
島
と
い
う
環
境
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
生
き
方

の
モ
デ
ル
と
な
る
大
人
も
少
な
い
。
生
徒
や
保
護
者
が

多
様
な
将
来
を
描
け
る
よ
う
な
進
路
指
導
の
必
要
性

を
、
教
師
た
ち
は
感
じ
て
い
た
。

　

小
・
中
学
校
と
高
校
の
校
舎
は
隣
接
し
て
お
り
、
互

い
に
行
き
来
し
や
す
い
た
め
、
小
中
高
合
同
の
活
動
を

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
行
っ
て
い
る
（
図
）。

　

乗
り
入
れ
授
業
は
、
特
定
の
教
師
が
他
校
種
の
学
校

で
、
単
独
で
授
業
を
行
う
か
、
ま
た
は
チ
ー
ム
・
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）
と
な
る
。
以
前
、
中
学
３
年
生
の

国
語
の
授
業
を
担
当
し
た
濵は

ま

砂す
な

菜
美
子
先
生
は
次
の
よ

う
に
話
す
。

　
「
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
を
読
ん
で
は
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
教
え
て
み
て
、
発
達
段
階
に
か
か
わ

ら
ず
指
導
し
続
け
る
べ
き
こ
と
、
中
学
校
で
の
既
習

事
項
だ
か
ら
高
校
で
は
更
に
上
の
レ
ベ
ル
を
教
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
す
み
分
け
が
、
よ
く

分
か
り
ま
し
た
」

　

ま
た
、
研
修
の
１
つ
と
し
て
、
小
中
高
の
各
教
師
は

公
開
授
業
を
年
１
回
行
い
、
特
別
に
用
の
な
い
限
り
、

原
則
参
観
す
る
。１
教
科
の
担
当
者
数
が
少
な
い
た
め
、

研
修
の
機
会
を
出
来
る
だ
け
増
や
す
こ
と
と
、
他
校
種

の
子
ど
も
の
様
子
を
把
握
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。
理
科

担
当
で
教
務
主
任
の
山や

ま

内う
ち

徹と
お
る

先
生
は
、
小
学
校
の
授
業

を
見
て
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
と
話
す
。

　
「
小
学
生
が
ど
ん
ど
ん
挙
手
を
し
、
積
極
的
に
授

業
に
向
か
っ
て
い
る
姿
勢
を
見
て
、
高
校
で
も
生
徒

の
知
的
好
奇
心
を
も
っ
と
引
き
出
す
授
業
を
し
な
け

れ
ば
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

　

学
校
行
事
で
は
、「
三
大
行
事
」
の
歓
迎
遠
足
、
体

育
大
会
、
百
人
一
首
大
会
が
、
小
中
高
合
同
の
大
き
な

行
事
と
な
る
。
児
童
会
や
生
徒
会
が
主
体
と
な
っ
て
計

画
・
運
営
し
、
体
育
大
会
で
は
練
習
も
校
種
を
交
え
て

行
う
。
更
に
、
保
護
者
や
地
域
の
人
々
も
支
援
・
参
加

す
る
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
合
同
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
時
程
を
調
整
し
て
い
る
。
授

業
時
間
の
違
い
（
小
学
校
45
分
間
、
中
学
校
・
高
校
50

分
間
）
を
考
慮
し
、
授
業
開
始
時
刻
を
８
時
半
に
統
一

す
る
な
ど
、
日
課
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
小
中
高
合
同

の
職
員
会
議
を
月
１
回
実
施
し
て
情
報
交
換
や
活
動
の

検
討
を
行
い
、各
教
科
部
会
、三
大
行
事
部
会
、キ
ャ
リ

ア
教
育
部
会
な
ど
で
、そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

当
初
は
、
学
校
目
標
が
校
種
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と

や
発
達
段
階
の
違
い
も
あ
り
、
連
携
は
困
難
だ
と
感
じ

長
崎
県
立
奈
留
高
校

山
内　
徹　
や
ま
う
ち
・
と
お
る

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
教
務
主
任
。

「
目
標
を
見
据
え
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
努
力
の
出
来
る
、

熱
い
思
い
を
持
っ
た
生
徒
を
育
て
た
い
」

長
崎
県
立
奈
留
高
校

小
佐
々
慎
也　
こ
さ
ざ
・
し
ん
や

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
高
校
と
い
う
青
春
の
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
で
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
生
徒
を
育
て
た
い
」

長
崎
県
立
奈
留
高
校

本
田
総
一
郎　
ほ
ん
だ
・
そ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
生
徒
指
導

主
事
。「
生
徒
と
共
に
悩
み
、
考
え
、
達
成
感
を
味
わ
う

た
め
に
、
何
事
に
も
全
力
投
球
す
る
」

長
崎
県
立
奈
留
高
校

濵
砂
菜
美
子　
は
ま
す
な
・
な
み
こ

教
職
歴
７
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。進
路
指
導
部
。

３
学
年
担
任
。「
ま
ず
は
自
分
自
身
が
知
的
好
奇
心
の
塊

と
な
り
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
体
現
し
た
い
」

小
中
の
職
員
室
を
訪
れ

日
常
的
な
交
流
で
思
い
を
１
つ
に

＊学校資料から抜粋して編集部で作成

小中高が連携した主な活動内容図

●乗り入れ授業
高校→中学校…理科、家庭科、保健体育、英語（ＡＬＴ）
高校→小学校…英語（ＡＬＴ）
中学校→高校…数学、保健体育、音楽
中学校→小学校…英語、音楽
小学校→中学校…保健体育

●合同行事　
歓迎遠足（4月）、体育大会（9月）、百人一首大会（11
月）、センター試験壮行会（１月）、全国大会出場時
の壮行会・応援、町内イルミネーションの飾り付け
ボランティアなど

●小中高合同職員会議（月１回）
●研究組織の統一
各教科部会（国語、算数・数学、英語、奈留・実践
など）、各領域部会（三大行事、調査広報、健康など）、
キャリア教育部会（2013 年発足）

長
崎
県
立
奈
留
高
校
校
長

下
釜
祐
保　
し
も
が
ま
・
さ
ち
ほ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
自
分
の
足

で
立
ち
、
頭
で
考
え
、
手
を
使
っ
て
、
人
生
を
組
み
立

て
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
る
」
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長崎県立　奈留高校長崎指導変革の

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、活
動
を
進
め
る
う
ち
に
、

小
中
高
の
教
師
た
ち
の
交
流
は
深
ま
り
、
12
年
間
で
子

ど
も
を
育
て
る
と
い
う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

本
田
先
生
は
、
担
当
の
保
健
体
育
で
中
学
１
〜
３
年

生
の
授
業
に
Ｔ
Ｔ
で
入
り
、
ま
た
、
体
育
大
会
の
指
導

で
小
学
５
・
６
年
生
に
も
接
す
る
。
会
議
が
な
く
て
も

小
・
中
学
校
の
職
員
室
に
行
き
、
打
ち
合
わ
せ
を
す
る

こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
日
常
的
な
交
流
を
積
み
重
ね

た
こ
と
で
、
人
間
関
係
が
築
か
れ
て
い
っ
た
と
話
す
。

　
「
小
・
中
学
校
の
職
員
室
に
行
く
と
、
必
ず
児
童

生
徒
の
話
に
な
り
ま
す
。
生
徒
が
高
校
で
は
ど
ん
な

様
子
か
と
小
・
中
学
校
の
先
生
も
気
に
な
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
何
気
な
い
会
話
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

ど
ん
ど
ん
垣
根
が
低
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
す
」

　

小
中
高
一
貫
教
育
で
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

の
１
つ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。
13
年
度
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
部
会
を
立
ち
上
げ
、
小
中
高
の
全
教
師
で
キ
ャ
リ
ア

教
育
研
修
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
を
開
い
た
。

　

Ｗ
Ｓ
で
は
、
３
校
種
の
教
師
が
必
ず
入
る
よ
う
に
６

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
一
貫
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
３
つ
の
柱
で
あ
る
「
人
間
力
・
社
会
力
の
向
上
」

「
学
力
の
向
上
」「
進
路
力
の
向
上
」
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｊ

法
を
用
い
て
考
え
を
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
重
点
指
導
項
目
と
し
て
、「
自
己
肯
定
感
の

醸
成
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
」「
協
力
・

協
働
す
る
力
の
向
上
」
が
共
通
認
識
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
。
Ｗ
Ｓ
の
企
画
者
の
１
人
、
進
路
指
導
主
事
の
小こ

佐さ

ざ々

慎
也
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
Ｗ
Ｓ
形
式
の
研
修
は
初
め
て
で
し
た
が
、
先
生

方
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
が
表
れ
て
、
予
想
以
上
に

議
論
は
白
熱
し
ま
し
た
。
終
了
後
の
感
想
で
は
、
小

中
高
で
意
見
交
換
が
出
来
て
良
か
っ
た
と
、
多
く
の

先
生
方
に
言
っ
て
い
た
だ
き
、
Ｗ
Ｓ
の
目
的
だ
っ
た

『
子
ど
も
の
18
歳
で
の
姿
を
共
有
す
る
』
だ
け
で
な

く
、
も
う
１
つ
の
狙
い
の
『
本
音
を
互
い
に
言
い
合

え
る
関
係
を
つ
く
る
』も
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　

高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
１
年
生
で
多
様
な
進

路
の
選
択
肢
を
見
せ
る
活
動
を
重
視
す
る
。同
校
で
は
、

２
年
生
か
ら
「
大
学
進
学
」
と
「
専
門
学
校
・
就
職
」

の
志
望
別
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
る
た
め
だ
。
小
佐
々
先

生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
２
つ
の
ク
ラ
ス
で
は
授
業
内
容
が
大
き
く
変
わ

る
た
め
、
１
年
生
の
間
に
進
路
に
つ
い
て
十
分
に
考

え
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
進
路
講
演
会
な
ど
の

行
事
は
生
徒
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
と

し
、
１
年
生
は
全
員
参
加
と
し
て
い
ま
す
」

　

大
き
な
活
動
は
、
県
の
支
援
事
業
で
も
あ
る
、
１
年

生
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
。
県
内
の
保
育
園
や
市

役
所
、
ホ
テ
ル
な
ど
、
本
人
が
希
望
す
る
職
種
に
合
っ

た
事
業
所
に
、
夏
休
み
の
３
日
間
、
就
労
体
験
を
す
る
。

夏
休
み
明
け
に
は
、
参
加
者
全
員
の
体
験
発
表
会
を
開

き
、
自
分
が
体
験
し
て
い
な
い
業
種
に
つ
い
て
も
知
る

機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
、
生
徒
が
将
来
を
考
え
る
機
会
と
な
る
の

は
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
で
の
活
動
だ
。
14
年
度
に
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
実
用
化
へ
の
着
眼
点
」
の
テ
ー
マ
で
採
択
さ
れ

た
。
奈
留
島
近
海
に
あ
る
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
施
設

を
題
材
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

８
月
、
１
・
２
年
生
の
希
望
者
と
３
年
生
の
大
学
進
学

希
望
者
が
長
崎
大
を
訪
れ
、
環
境
科
学
部
の
准
教
授
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
講
義
を
受
け
た（
写
真
）。２

週
間
後
、生
徒
は
准
教
授
と
風
力
発
電
施
設
を
見
学
し
、

風
力
発
電
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
日
本
の
電
力
供
給
に
つ
い
て
の
考
え
を
発
表
し
た
。

山
内
先
生
は
活
動
を
通
じ
て
生
徒
の
変
化
を
感
じ
た
。

　
「
あ
る
生
徒
は
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
漠
然
と

し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
の
考
え
を

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
特

支
援
事
業
を
利
用
し
て
島
外
に
出
て
、

進
路
の
選
択
肢
を
広
げ
る

写真　長崎大での特別講義の様子。准教授から、石炭・
石油などによる火力発電、原子力発電、水力発電、風
力発電など、各々の長所や短所を学んだ。「それぞれ
の特性を生かした、エネルギーのベストミックスとい
う考え方が重要だ」という説明に、生徒は自分なりの
考えを深めていった
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に
理
科
が
得
意
な
生
徒
で
は
な
い
の
で
驚
き
ま
し

た
。
た
だ
知
識
を
吸
収
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
な

り
に
考
え
を
深
め
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
科

学
技
術
振
興
機
構
の
『
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
』
に

自
ら
参
加
希
望
を
出
し
た
生
徒
や
、
環
境
に
関
す
る

学
部
に
つ
い
て
調
べ
る
生
徒
も
出
て
き
ま
し
た
」

　

長
崎
大
で
の
講
義
の
後
に
は
、
奈
留
高
校
Ｏ
Ｂ
の
長

崎
大
生
の
案
内
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
回
っ
た
。
交
通

機
関
の
制
約
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参

加
も
ま
ま
な
ら
な
い
生
徒
た
ち
に
、
大
学
を
直
接
見
る

機
会
と
し
て
ほ
し
い
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。

　

高
校
の
進
路
講
演
会
に
は
中
学
生
も
参
加
す
る
。
セ

ン
タ
ー
試
験
時
に
は
、
会
場
が
あ
る
隣
の
島
に
向
か
う

３
年
生
を
、
小
中
高
の
児
童
・
生
徒
・
教
職
員
全
員
で

激
励
し
見
送
る
。
更
に
、
３
年
生
の
卒
業
時
に
開
か
れ

る
合
格
体
験
発
表
会
に
は
、
中
学
１
〜
３
年
生
も
参
加

し
、
先
輩
が
自
分
の
進
路
を
決
め
た
過
程
を
聞
く
。
こ

の
よ
う
に
、
高
校
入
学
以
前
か
ら
将
来
を
考
え
る
と
共

に
、
先
輩
の
た
く
ま
し
い
姿
に
憧
れ
を
抱
く
よ
う
な
機

会
を
設
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
何
よ
り
も
生
徒
の
モ
デ
ル
と
な
る
存
在
と

し
て
教
師
の
役
割
は
大
き
い
と
、
濵
砂
先
生
は
話
す
。

　
「
生
徒
数
が
少
な
く
、
一
人
ひ
と
り
に
時
間
が
掛

け
ら
れ
る
分
、
生
徒
も
教
師
を
し
っ
か
り
見
て
い
ま

す
。
生
徒
と
接
す
る
機
会
の
多
い
教
師
が
誰
よ
り
も

憧
れ
る
対
象
と
な
り
、
生
徒
に
刺
激
を
与
え
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、私
自
身
、

も
っ
と
外
に
出
て
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

様
々
な
制
約
や
壁
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
小
中
高
一

貫
教
育
を
進
め
て
い
る
奈
留
高
校
。
生
徒
の
視
野
は
確

実
に
広
が
り
、進
学
率
も
上
昇
。
国
立
大
の
合
格
率
は
、

小
中
高
一
貫
教
育
を
始
め
た
時
は
５
％
だ
っ
た
が
、
14

年
度
入
試
で
は
19
％
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
潜
在
能
力
を
い
か
に
し
て

引
き
出
し
、
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
か
だ
。
実

際
、
中
学
校
時
代
か
ら
高
い
学
力
を
持
ち
な
が
ら
専
門

学
校
を
志
望
し
て
い
た
生
徒
に
、
入
学
時
か
ら
大
学
で

の
学
び
の
面
白
さ
な
ど
を
伝
え
、
多
様
な
進
路
が
あ
る

こ
と
を
見
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
学
進
学
を
志

望
す
る
よ
う
に
な
り
、
見
事
、
志
望
校
に
合
格
し
た
と

い
う
。

　

教
師
は
、
小
・
中
学
校
時
代
か
ら
児
童
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
を
よ
く
見
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
校
入
学
直

後
か
ら
各
自
に
適
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

そ
う
し
た
利
点
を
生
か
し
、
生
徒
に
「
本
物
の
力
」
を

育
て
て
い
き
た
い
と
、
下
釜
校
長
は
語
る
。

　
「
本
校
の
先
生
方
は
、
１
日
・
１
時
間
を
無
駄
に

し
ま
い
と
、
目
の
前
の
生
徒
た
ち
の
た
め
に
全
力
で

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
小
中
高

12
年
間
の
教
育
を
考
え
る
と
、
誰
か
が
少
し
遠
く
の

将
来
ま
で
俯ふ

瞰か
ん

的
に
見
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の

舵か
じ

取
り
を
す
る
の
が
、『
人
づ
く
り
』
を
担
う
校
長

の
務
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

若手教師が語る、指導変革への　　　　

生徒の100％の力を
引き出せる教師を目指して

教務主任　山内徹

　正直に言って、赴任前は小中高一貫教育でどのよう
なことを行っているのかイメージが湧きませんでした
し、赴任当初は小中の先生方と話をしても垣根のよう
なものを感じました。しかし、合同行事や乗り入れ授
業などで話し合いを何度も繰り返すうちに、子どもへ
の熱い思いは同じなんだと感じるようになりました。
小中にはベテランの先生方が多く、普段の話でも公開
授業でも学ぶことが多くあり、そうした面でも小規模
校が校種を超えて連携する意味は大きいと思います。
　奈留高校での勤務も４年目を迎え、生徒の良い面と
同時に、競争心に欠けるという課題も見えてきました。
私は、生徒に少しでも“競争意識”を与えられるよう
な指導を心掛けています。定期考査や模試、部活動な
どにおいて、達成可能な具体的数値目標を設定し、そ
の目標を徹底して植え付けることで、目標達成のため
には何が必要で、どのようにすべきか、その解決策を
自身で考えられるようになります。そして、その目標
を達成した時に、達成感や学ぶ楽しさを味わい、それ
が新たな目標を生むことにつながると考えています。
競争相手が周りにいない生徒たちだからこそ、教師が
目標を設定してやることも重要だと思うのです。
　生徒と教師の両者が、いかなる時も100％の力を
出して物事に打ち込むことで、十分な成果が得られる
と考えます。これからも、様々な工夫をして、生徒と
共に成長の過程を歩んでいきたいと思います。

の 　　　情熱
生
徒
に
「
本
物
の
力
」を
付
け

社
会
に
送
り
出
し
て
い
く
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